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(中潮帯)､9% ･19% (低潮帯)が減少することになる｡ これより､アカエイ捕食圧の増
加はスナモグリ個体群の減少をよく説明 している｡
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｢目的｣ハ タ科魚類は種苗生産対象魚 として注目を集めてお り､多 くの研究機関でホ
ルモン投与による種苗生産技術の開発が進められている｡ しかし､十分な成果は得ら
れていない｡我々は､マハタに 生殖腺刺激ホルモン放出ホルモンアナログ(LHRHa)を


















が580(441)bp塩基対であった｡また､他魚種 との相同性は､ α 及びLH-Pが90%以上
の相同性を示 したのに対 して､FSH-βの相同性は63-72%程度にとどまった｡本研究
の結果から､マハタは他の魚種と同様2つの(FSH(GtHI)及びLH(GtHII))を持つことが
示 された｡今後､全配列を決定 し､マハタの合成GTHの作製を行 う予定である｡ その
後これを用いてより安定 した種苗生産技術の確立を目指す｡
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